
3月 9日（木）、第 76回卒業証書授

与式を行いました。3年生 156名が 3

年間学んだ学び舎を巣立ちました。厳

粛な空気に満ちた素晴らしい卒業式で

した。また、3年生の最後の合唱は鳥

肌が立つほどの完成度で、未来に向か

う力強い一歩を感じさせました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鵬翼  川下中 HP 

つ  ば  さ 
令和４年度 川下中学校だより 

第 11号 令和５年３月２２日発行 

http://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/kawashimo-j/ 

第 76回卒業証書授与式 

＜卒業生代表 答辞全文＞ 
柔らかな日差しが降り注ぎ、春の訪れが感じられる今日。僕たち１５６名は、この川下中学校を巣立っていき

ます。 
 本日は、僕たちのために、このような卒業式を挙行していただき、誠にありがとうございます。卒業生を代表
して心より、お礼申し上げます。また、校長先生をはじめ、御来賓の方々からの心温まるお祝いの言葉をいただ
き、今、改めて旅立ちの時を実感しています。 
 ３年前の春。ダボダボの着慣れない制服に身を包み、大きな期待と不安を抱えて、この学校に足を踏み込んだ
ことを、鮮明に覚えています。たくさんのことを学び、挑戦しようとしていた矢先、入学して５日後には、臨時
休校となりました。思えば、僕たちの３年間は、いつもコロナウイルスと共にありました。様々な行事が中止に
なったり、縮小されたりして、悔しい思いをすることもありましたが、過ぎてみれば、僕の心はたくさんの思い
出や感動で満たされています。 
 やっと、行事らしい行事ができたのは、入学して３ヶ月後。１学期のクラスマッチでした。今やこの学年の恒
例行事となった「ころころリレー」は、ここが始まりでした。「ころころリレー」を行う度に、クラスや学年の
絆が深まっていったように思います。 
 ２年生になり、私たちは下級生の見本となり、上級生を支える柱、「支柱」となりました。学年に話せる人が
どんどん増えていったのも、この時期です。「立志を祝う会」で、一人ひとりが自分の夢をみんなの前で宣言す
ることで、自分をまた一歩、成長させることができました。 
 そして、４月。学校の「大黒柱」になった私たちは、様々な行事に全力で取り組んできました。 
９月。「パーフェクトフェスティバル」のスローガンのもとで行われた体育祭。応援団を中心に生徒主体で作

り上げた体育祭は、競技も白熱し、最高の 1日となりました。この最高の 1日を作り上げるために、毎日放課
後に練習内容を考えていた実行委員、応援団、夕焼けの下会場準備を行う係の人たちがいたことが、僕の胸に焼
きついています。 
そして、９月末。この学年最初で最後の校外学習となった、修学旅行がありました。心地良い風の吹く秋吉

台、そして阿蘇の草千里。旅館でみんなで食べたご飯と夜の他愛もない話が、かけがえのないひとときとなりま
した。 
１０月は文化祭。それぞれが自分の発表の準備や仕事を行いつつも、クラス合唱のときには、シンフォニアを

目指して、一致団結しました。一つの目標に向かって、クラスが団結し、みんなで頑張っていると感じられる瞬
間が、とても幸せでした。各クラスの歌声が講堂に響いた後には、ダンスや歌、生徒会、委員会それぞれから劇
が披露され、文化祭テーマの「皆輝笑祭」が、エンターテイメントとして体現されました。 
たくさんの、本当にたくさんのことがありました。それら全てを、一線級の経験として自分の中で消化して来

られたのはやはり、たくさんの支えがあったからです。「感謝」を学年目標に、「ありがとう」を大切にしてきた
からこそ、今の気持ちを、胸をはって伝えられます。 
在校生のみなさん。学校行事や部活動で一緒に汗を流してきたみなさんは、僕たちの大切な後輩です。僕たち

は皆さんが絶大なパワーを持っていることを知っています。残り１年間、この川下中学校の伝統を受け継ぎ、前
進させていってください。２年間、ありがとう。 
先生方。授業は楽しく真剣に。部活動では遅くまで教えてくださいました。踏ん張り所では激励を、悩みのあ

る時は愛をもってたくさん支え、導いてくださいました。先生方から学ぶことができて良かったです。ありがと
うございました。 
同級生のみんな。僕たちはこの３年間、仲間と共に、努力することの大切さ、成功したときや達成したときの

喜び、失敗したときの苦しさや悔しさを共に経験しました。このメンバーだったからこそ、たくさん成長できた
し、学べたし、楽しかったです。この学年での３年間は宝物です。みんなに出会えて良かったです。ありがと
う。これから僕たちは、まだまだたくさんの経験を経て、もっともっと成長していきます。だから、大人になっ
たときのみんなとの再会を楽しみにしています。 
そして、お父さん、お母さん。この３年間で何度も言葉で、ファイトしました。でも、温かいご飯を毎日作っ

てくれました。受験勉強を支えてくれました。相談にのってくれました。たくさん迷惑をかけたのに、たくさん
支えてくれて、見守ってくれて、ありがとう。 
ここにいる全てのみなさん。僕たちは、これからそれぞれの道を進みますが、どんな道でもこの３年間で培っ

た「温かみ」を周囲に広げていけるような立派な大人になります。 
最後になりました。母校川下中学校のさらなる発展と、お世話になった方々の御健康と御多幸をお祈りし、答辞
といたします。 

令和５年３月９日 
                                 第７６回卒業生代表 佐々生夏也都 



３月１５日（水）に２年生が「卒業生の話を聴く会」

を開催しました。昨年度川下中学校を卒業した先輩にお

越しいただき、貴重なお話をうかがいました。岩国総合

高等学校、岩国工業高等学校、岩国高等学校、高水高等

学校、岩国商業高等学校、大島商船高等専門学校の６校

から、合計７名の卒業生にご協力をいただきました。高

等学校での生活や中学生に対するアドバイスなど、２年

生が今の自分自身を見つめ直し、今後の進路設計を考え

る上で、とても参考になるお話でした。 

３月１６日（木）に１年生が「キャリア教育発表会」

を開催しました。多くの保護者の方にもご参観いただ

き、盛大に開催することができました。１年生全員が、

この一年間の中学校での学びや今後の目標について発表

をし、来年度に向けての決意をあらたにしました。発表

後、保護者の皆様に向けて、学年合唱を披露しました。

合唱の完成度はまだまだかもしれませんが、学年みんな

で合唱を作り上げようとする一生懸命さが伝わる、とて

も素敵な合唱でした。 

３月１７日（金）に、川下・愛宕社会福祉協議会の

主催により、２年生の「立志を祝う会」が開催されま

した。２年生全員が、将来の夢とそのために今するべ

き事などを、自分の言葉でしっかりと発表することが

できました。生徒達の強い思いは、ご参加いただいた

多くの保護者の方にしっかり届いたことでしょう。発

表後に、学年合唱「ほらね、」を披露しました。ハー

モニーの美しい、そして 2年生のエネルギーをひし

ひしと感じる完成度の高い合唱でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜４月の行事予定＞※変更の可能性もあります 

５日（水） 職員会議、部活動中止 
６日（木） 職員会議、部活動 15時以降 

 １０日（月） 着任式・始業式・入学式 
 １１日（火） 生徒会オリエンテーション、 

 １２日（水） 専門委員会 
 １３日（木） 
 １４日（金） 全校集会、クラス写真、検尿 
 １７日（月） 職員会議、部活動中止 
  

１８日（火） 3年全国学力・学習状況調査 
1年家庭訪問（～２１日） 

１９日（水） ３年歯科検診、視力・聴力検査 
       育友会常任委員会 
２０日（木） 2年歯科検診、視力検査 
２４日（月） 

１年生部活動正式入部 
２５日（火） １年歯科検診、視力・聴力検査 
２７日（木） 

１年生「キャリア教育発表会」 

2年生「立志を祝う会」 

2年生「卒業生の話を聞く会」 


